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１指導と評価の年間計画及び評価規準の作成の手引き

１「指導と評価の年間計画」について

これまで作られてきた年間指導計画は、多くの場合、授業内容（指導内容）を単に１年間

の授業時間数に対して配分しただけのものが多かった。しかし、これからは１年間を通して

どのような力を付けていくのか、どのような観点で評価していくのかが明確にされた年間指

導計画が必要である。そこで、参考として主な指導内容と評価のポイントおよび評価方法を

示した年間指導計画例を作成した。

２「評価規準の作成の手引き」

（１）評価規準の作成

「評価規評価規準の作成については、国立教育政策研究所教育課程研究センターが示した

。 、準の作成 評価方法の工夫改善のための参考資料 高等学校， （ ）」 を参考にする この資料は

)平成１６年３月に発表されている｡(http://www.nier.go.jp/kaihatsu/kou-sankousiryou/html/index_h.htm
同資料の「第２編 各教科における評価規準の作成，評価方法の工夫改善」の構成は以下

のとおりである。

第１ 教科の目標、評価の観点及びその趣旨

１ 教科の目標…学習指導要領に示す目標を記載

２ 評価の観点及びその趣旨…指導要録の改善通知において示された教科の評価の

観点及びその趣旨を記載

指導要録の改善通知において示された教科の評価の第２ 各科目の評価の観点の趣旨…

観点及びその趣旨をもとに作成

第３ 必履修科目（原則履修科目）における内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例

Ⅰ 科目名

学習指導要領に示す目標を記載１ 目標…

指導要録の改善通知において示された教科の評価の観点及２ 評価の観点の趣旨…

びその趣旨をもとに作成

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例

学習指導要領に示す内容について一定のまとまりを設定…

し、その内容のまとまりごとに、学習指導要領の内容並び

に４観点別に示した評価規準及びその具体例を示したもの

を記載

第４ 単元（題材）の評価に関する事例…評価の進め方、評価規準及び評価方法の工夫改善

等に関する事例を紹介

（２）評価規準作成の手順

教科の目標を確認する。手順１

学習指導要領に示された当該教科の目標を確認する。

教科の評価の観点及びその趣旨を確認する。手順２

文部科学省通知に示された「教科の評価の観点及びその趣旨」を確認する。

科目の目標を明確にする。手順３

、 、学習指導要領に示された当該科目の目標を踏まえ 学校・生徒の実態を適切に捉えて

目標を明確にする。

科目の評価の観点及びその趣旨を明確にする。手順４

文部科学省通知に示された「教科の評価の観点及びその趣旨」を確認する。

単元（または内容のまとまり）の目標を設定する。手順５

学習指導要領解説を参考にし、学校・生徒の実態を考慮して目標を設定する。

単元（または内容のまとまり）の評価規準を設定する。手順６

「評価規準の作成，学習指導要領解説及び、必履修科目（原則履修科目）であれば前述の

評価方法の工夫改善のための参考資料（高等学校 」 を参考にして、観点別の評価規準）
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作成する。を

□留意点

学習指導要領の項目と、使用する教科書等に基づいて実施する授業の単元とは、どの会

社の教科書を用いる場合でもある程度の不一致が生じる。したがって、単元計画の構成及

び記載の方法に付いては各学校で工夫が必要である。

各授業時間ごとの具体の評価規準を作成する。手順７

単元（または内容のまとまり）の目標を基に、学習活動の展開に即して、生徒の具体的な

実現状況を「おおむね満足できる」状況（＝学習状況における具体の評価規準）として設定す

る。作成される一つ一つの評価規準は、 になることが大授業においてそのまま使用できるもの

切である。

評価場面を設定し、評価方法を検討する。手順８

評価の観点及び指導内容に応じて、具体の評価規準に想定した学習状況が顕著に現れる学

習場面として設定する。また、それに相応した評価方法を選択する。

具体の評価規準の「おおむね満足できる」状況を達成していない生徒に対する手手順９

だてを設定する。

どのような手だてを講じて 「おおむね満足できる」状況に近づけるかを前もって具体的に、

考え、指導の工夫を図る。

評価を実施する。手順10

３「単元の指導と評価の計画」について
単元全体を通してどのように観点別に評価するか、各授業の具体の評価規準を「単元の指導と評

価の計画」とし、参考として下表のようにまとめた。

単元の評価規準との関連時
学習内容 ねらい

評価方法等間 関心・意 思考・ 知識・観察・実験の

判断 理解欲・態度 技能・表現

１ ①行動観察熱量と温度 熱の移動と温度の ○①
。関係に興味をもつ

◎② ②ワークシート熱容量と比熱 熱容量、比熱の定

義と熱量の関係を

理解する。

２

□留意点

１時間ごとの学習活動の中で、常に一人一人の学習状況について、４観点すべてを的

確に評価し、客観的な評価資料を得ることは困難であるので、どの観点に重点を置いて

評価するのかを判断し、ポイントを絞って学習状況を評価できるよう、２種類の評価規

準を設定した。

◎印の付いた評価規準：評価規準に照らして単元の総括の資料とする。

○印の付いた評価規準：評価規準に照らして適切な働きかけや指導の手だてを行うことを

特に重視したもので、単元の総括の資料とはしない。

また、表中の数字は「学習活動における具体の評価規準」の番号に対応している。
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２－１ 理科総合Ａ 指導と評価の年間計画の概要

目 標 自然の事物・現象に関する観察、実験などを通して、エネルギーと物質の成り立ちを中心に、自然の事物・現象につい
学習指導要領 て理解させるとともに、人間と自然とのかかわりについて考察させ、自然に対する総合的な見方や考え方を養う。【 】

、 、 、 。到達目標に向 ・どの学習内容においても 身近な自然の事物・現象の中で事例を取り上げ 観察 実験などを通して理解をすすめる
けての具体的な ・観察や実験等をできるだけ多く行い、科学的に調べる能力や態度を育成する。
取組 ・自然事象をエネルギーや物質の変化と変換などでとらえ、自然に対する総合的な見方や考え方を養う。
【評価規準を念 ・課題探究（科学技術の進歩と人間生活）では、生徒の興味・関心等に応じて、科学技術に関する身近な課題を取り上
頭に置いた指導 げ、観察、実験、調査など体験的な活動を行い、結果をまとめ発表を行う。
の上の留意点】

月 単元名 使用教科書項目（○○出版理科総合Ａ） 時 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 評価方法
※理科総合Ａの授業について はじめに １ ・理科総合Ａの意味 アンケート（ ）

４ 第１編 1 自然の見方 2 探究の仕方 ２ ・身近な自然の事物・現象から具体的な課題を取り上げ、観察や 実験ﾚﾎﾟｰﾄ
月 自然の探 3 もっと調べる 4 レポートの書き方 実験等の科学的な手法で課題を解決することによって、探究の 行動観察
究 5 発表の仕方 進め方を体得する。
第２編 1 物質の構成 ２ ・身のまわりの物質に関心をもち、自然界を構成している物質は 実験ﾚﾎﾟｰﾄ
５ 物質の構 Ａ 物質の成り立ち 連続したものではなく、原子、分子、イオンという基本的な構 行動観察
月 成と変化 Ｂ 原子の構造 ２ 成粒子からなっていることを観察や実験を通して確認する。

Ｃ 元素の周期律と電子配置 ２ ・周期表と対応させて原子、分子、イオンの違いを考察ながら理
Ｄ イオン ２ 解する。

６ Ｆ 原子が結合してできる分子 １
月 ・２ヶ月間の学習状況について自己評価する。 自己評価表前期中間考査

※テスト返却 ※授業評価 １ ・授業評価を実施 授業評価表
2 物質の変化 ２ ・日常生活に関係の深い実験などを通して、物質を構成する粒子 実験ﾚﾎﾟｰﾄ

７ Ａ 物質の状態と状態変化 の運動状態や化学結合状態の変化によって物質の状態や性質が 行動観察
月 Ｂ 物質の燃焼と化学反応式 ２ 変わること、これらの変化にはエネルギーの出入りが伴うこと ﾜｰｸｼｰﾄ

Ｃ 化学反応式と気体の体積 ２ を理解する。
Ｄ 爆発 ２

第３編 1 エネルギー ２ ・力と仕事、仕事とエネルギー（運動、位置 、力学的エネルギ 実験ﾚﾎﾟｰﾄ）
９ エネルギ Ａ エネルギーを見つけよう ーの保存について実験を通して確認する。 行動観察
月 ー Ｂ 仕事 ２ ・力と仕事との相互関係及び位置エネルギーや運動エネルギーの ﾜｰｸｼｰﾄ

Ｃ 位置エネルギーと運動エネルギー ２ 考えを仕事の概念と結びつけて理解する。
Ｄ 力学的エネルギーの保存 ２
前期期末考査
※テスト返却 プリント確認 １ ・前期の学習状況について自己評価する。 自己評価表
2 熱として放出されるエネルギー ２ ・身近な現象の例や実験を通して、仕事と熱が相互に変換するこ 実験ﾚﾎﾟｰﾄ

10 Ａ 仕事と熱 とを確認する。 行動観察
月 Ｂ 熱とエネルギー ２ ・熱が仕事に変わる際の不可逆性を理解し、仕事と熱エネルギー ﾜｰｸｼｰﾄ

Ｃ 熱現象の不可逆性 １ の関係について知識を身に付ける。
3 エネルギーの変換 １ ・人間生活との関わりの深いエネルギーに関する現象に気づき、 行動観察
Ａ 便利な電気エネルギー 身の回りのエネルギーの変換の現象に興味をもつ。 ﾜｰｸｼｰﾄ
Ｂ いろいろなエネルギーとその変換 １ ・エネルギーの変換と保存の視点で見ると、一見多様な現象も統
Ｃ 太陽エネルギーの移り変わり １ 一的に扱われることを理解する。

第４編 1 エネルギー資源の利用と問題 １ ・蓄積・非蓄積エネルギーに関心をもち、その特徴や有限性及び 実験ﾚﾎﾟｰﾄ
資源の開 Ａ 蓄積・非蓄積エネルギー その利用について探究する。 行動観察
発と利用 Ｂ 化石燃料 １ ・人間生活にかかわりの深い化石燃料、原子力、水力、太陽光な ﾜｰｸｼｰﾄ
11 Ｃ 火力発電 どの利用の際見られる現象は、エネルギーという共通概念でと
月 Ｄ 原子力エネルギー １ らえられることを理解する。

Ｅ 太陽を中心としたエネルギー資源 ２
2 天然資源とその利用 １ ・人間が利用しているエネルギー資源、金属、非金属資源の特性 実験ﾚﾎﾟｰﾄ
Ａ 金属鉱床 や有限性、資源探査、再利用などについて、エネルギー需要の 行動観察
Ｂ 非金属資源 １ 増大とエネルギー資源の有限性との関連で理解する。 ﾜｰｸｼｰﾄ
3 資源の開発と環境問題 １ ・地質調査や海底探査などの資源探査方法や開発、再利用などに 実験ﾚﾎﾟｰﾄ

12 Ａ 資源探査の方法 ついて意欲的に探究する。 行動観察
月 Ｂ 資源の開発と環境問題 １ ・資源の開発にともなう環境問題があること、また資源利用後の ﾜｰｸｼｰﾄ

Ｃ 資源の再利用 １ 廃棄物処理や処分の問題があることを理解する。
後期中間考査
※テスト返却 １ ・後期中間考査までの学習状況について自己評価する。 自己評価表

第５編 1 身のまわりの物質 １ ・人間生活とかかわりの深い物質の特徴と利用及び物質の製造に 実験ﾚﾎﾟｰﾄ
物質の利 Ａ 金属 エネルギーが必要であることに関心をもち 意欲的に探究する 行動観察、 。
１ 用 Ｂ プラスッチク １ ・金属、プラスッチク、磁性体、半導体などの事例を選び、原料 ﾜｰｸｼｰﾄ
・ Ｃ 身のまわりの物質とエネルギー １ と製品の特性について理解する。
２ Ｄ 磁性体
・ ２ 生物がつくる物質 １ ・生物反応を利用した物質の生産や環境科学的な応用例、酵素化 実験ﾚﾎﾟｰﾄ
３ Ａ 生物に支えられた暮らし 学を利用した応用例等を通して生物生産の効果を理解する。 行動観察
月 Ｂ 物質の生産と生物 １ ・人工的に合成された物質は、取扱い方によっては環境に不足の ﾜｰｸｼｰﾄ

Ｃ 合成物質と生物 １ 影響を及ぼす場合があることを理解する。
第６編 課題探究 ４ ・科学技術の成果と今後の課題について考察し、科学技術と人間 課題発表
課題探究 生活とのかかわりについて探究する。 レポート
科学技術 ・適切な課題を選び 観察 実験 調査など体験的な活動を行い 相互評価、 、 、 、
の進歩と 結果をまとめ発表を行う。
人間生活 理科総合Ａの授業を終えて ※授業評価 １ ・１年間の学習により何が学べたかについて総括する。 年間の反省

・理科総合Ａの意味は何であったかについて総括する。 授業評価表

後期期末考査
合計時間数 70
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２－２ 単元の指導と評価の計画（理科総合Ａ エネルギー資源の利用と問題）

単元名 エネルギー資源の利用と問題

学習指導要領の内容 使用教科書の学習内容

（２）資源・エネルギーと人間生活 第４編 資源の開発と利用

ア 資源開発と利用 第１章 エネルギー資源の利用と問題

（ア）エネルギー資源の利用

■単元の目標

蓄積型の化石燃料と原子力及び非蓄積型の水力、太陽エネルギーなどの特性や有限性及

びその利用などについて理解させる。

【単元の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解観察・実験の技能・表現

エ ・蓄積型の化石燃料と ・蓄積型の化石燃料と ・化石燃料、原子力、 ・蓄積型の化石燃料と

ネ 原子力、非蓄積型の水 原子力、非蓄積型の水 水力、太陽エネルギー 原子力、非蓄積型の水

ル 力や太陽エネルギーな 力や太陽エネルギーな などに関する観察、実 力や太陽エネルギーな

ギ どに関心をもち、その どについてその特性や 験、調査の技能や探究 どについて、観察、実

、 、

ー

特性や有限性及びその 有限性を考察するとと の方法を習得するとと 験 調査などを通して

資 利用などについて意欲 もに、その利用などに もに、観察、実験、調 その特性や有限性及び

源 的に探究しようとす ついて科学的、総合的 査の過程や結果及び集 その利用について理解

の る。 に判断する。 めた情報を整理し、そ し、知識を身に付けて

利 こから導き出した自ら いる。

用 の考えを的確に表現す ・原子力に関連して、

と る。 天然放射性同位体の存

問 在や放射線の性質につ

題 いて理解し、知識を身

に付けている。

①どのようなエネルギ ②教科書のｴﾈﾙｷﾞｰの使 ③化石燃料について知

ーが使用されているか 用量の推移のグラフか り、その有限性につい

探究しようとする。 ら、その変化について て理解している。

【ワークシート】 読みとることができ 【ワークシート】

【行動観察】 る。 【行動観察】

【ワークシート】

④火力発電の仕組みか ⑤自然放射線量を、実 ⑥核分裂・原子力発電

ら、燃料による環境問 験器具を使い、正確に ・放射性廃棄物などに

題について考え、判断 測定する ついて理解し、その安

することができる。 【ワークシート】 全対策や有効利用につ

【ワークシート】 【行動観察】 いて知識を身につけて

⑦太陽のエネルギーの ⑧風のエネルギーの利 ⑨風のエネルギーを利 いる。

利用について興味を持 用の実験から、その特 用して発電する過程 【ワークシート】

ち、意欲的に探究しよ 性を考察するととも で、エネルギーの変換

うとする。 に、その利用について 効率を正確に求めるこ

【行動観察】 科学的、総合的に判断 とができる。

【ワークシート】 する。 【実験レポート】

【実験レポート】 【行動観察】
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【指導と評価の計画】

時 学習内容 ねらい 単元の評価規準との関連 評価方法等

間

関心・ 思考・ 観察・ 知識・

意欲・ 判断 実験の 理解

態度 技能

１ 人口の増加、工業・科学 ○① ◎② ①ワークシート蓄積・非蓄積 ・

技術の進歩と利用しているエ 行動観察エネルギー

ネルギーの種類と量の変移に ②ワークシート

ついて考える。

・蓄積と非蓄積エネルギー源

及びその利用の長所及び短所

を比較し、本単元の学習への

関心をおこす。

２ 化石燃料の種類とその成 ○③ ③ワークシート化石燃料 ・

因や分布及び採掘の仕組みに 行動観察

ついて理解する。

・化石燃料の有限性について

理解する。

火力発電 ・火力発電の仕組みについて ◎④ ④ワークシート

理解し、火力発電・化石燃料

の使用による環境問題につい

て考える。

３ 原子力エネル ・核分裂の仕組み、放射性崩 ○⑤ ◎⑥ ⑤ワークシート

ギー 壊及び半減期について理解す 行動観察

る。 ⑥ワークシート

・原子力発電の仕組みについ

て理解し、原子力発電での安

全性・廃棄物処理及び燃料の

有限性について考える。

・学校内の様々な場所で自然

放射線量を測定する。

４ 太陽を中心と ・太陽からのエネルギーの直 ◎⑦ ◎⑧ ◎⑨ ⑦行動観察

５ したエネルギ 接利用・間接利用の種類と方 ワークシート

ー資源 法について及びその長所・短 ⑧実験レポート

所について考える。 ⑨行動観察

・風のエネルギーの利用につ 実験レポート

いて興味をもち、意欲的に探

究しようとする。
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【学習指導案】
教科 理科 科目 理科総合Ａ 使用教科書 ○○出版 理科総合Ａ 使用教材 実験書13 風力の利用

指導クラス 〇年○組（男◯名 女子◯名 合計◯名） 使用教室 実験室

日 時 平成○○年○○月○○日（○） 第○時限（本時は全５時間のうちの５時間目）

指 導 単 元 エネルギー資源の利用と問題

単元の目標 蓄積型の化石燃料と原子力及び非蓄積型の水力、太陽エネルギーなどの特性や有限性及びそ

の利用などについて理解させる。

本時の主題 太陽からのエネルギーの直接利用・間接利用の種類と方法について及びその長所・短所につ

いて理解する。

本時の目標 ・仕事率の違いから、太陽からのエネルギーの間接利用である風力発電の長所と短所につい

て考えることができる。 【思考・判断】

、 。 【 】・風の仕事率 風による発電を測定することができる 技能・表現

本 時 の 展 開

学習項目 学習活動 評価の観点等 導上の留意点過程 教師の働きかけ

・前時の復習(太 ・太陽ｴﾈﾙｷﾞｰの利 ・発問について考え、 ・前時の内容を確実に答え
陽ｴﾈﾙｷﾞｰの利用に 用の方法について 答える。 ることができる。
ついて) 発問する。

導 ・本時の内容を把 ・本時の内容につ ・実験の目的を理解 ・説明を聞き、手順を把握 ・実験の目的を確実に
握する(風力発電 いて説明する。 し、手順を把握する。 できる。 理解させる。
による効率とその

入 利点･難点につい
て考える)
・器具の準備 ・実験書をもとに ・２つのモーターにそ ・器具の組み立てについて ・２種類のモーターを

実験操作を説明す れぞれプロペラと糸を 考え 確実に準備ができる 確実に使い分けている、 。
る。 固定し、実験の準備を か確認する。
・モーターへのプ する。
ロペラおよび糸の ・モーター１におもり
固定方法について のついた糸を固定す
確認する。 る。

・実験１ ・扇風機の数を考 ・グループごとに扇風 ・確実な操作で正確に測定 ・実験２と同じ位置で
｢ 風の仕事率 え、グループごと 機の風を利用してプロ することができる。 行うために、扇風機と2.
の測定｣ に順序よく実験を ペラを回し、おもりを プロペラの位置関係を

展 させる。 引き上げる時間を測定 確実に記録させる。
する。 ・糸がプロペラに絡ま

らないよう、プロペラ
の角度に注意する。

・計算式を説明 ・実験データより、風 ・風の仕事率を導き出す式 ・３回繰り返し行い、
し、実験書に記入 の仕事率を導き出す。 について考え、理解して導 その平均で計算する。
させる。 き出すことができる。 ・仕事率の計算式を確

実に理解させる。
・実験２ ・発電させない状 ・モーターにつながれ ⑨風のエネルギーを利用し ・電球をつないだとき
｢ 風による発 態でプロペラを扇 た電球が光ることによ て発電する過程で、エネル と、何もつないでいな3.
電｣ 風機にあて、その り発電されていること ギーの変換効率を正確に求 いときとの違いは何か

後電球をつないで を確認する。 めることができる。 に気づかせる。
扇風機にあてさせ ・発電させないときと ・ハンドジェネレータ
る。 のプロペラの回転を比 を用いて、電球を光ら

較し、その違いの理由 せる場合と断線した場
を考える。 合の必要な力について
・ﾊﾝﾄﾞｼﾞｪﾈﾚｰﾀｰを用い 体感させる。
て実際に発電機にかか
る負荷の違いを体感す

・２つのモーター る。 ・実験１のときと同じ
を接続して３回測 位置で操作させる。
定させる。

、・自然にモーター ・グループごとに扇風 ・初めに手で回すとき
Ⅱが回転し始めな 機の風を利用してプロ 勢いをつけないように
いときは、少し手 ペラを回し、おもりを 注意させる。
で回してやる。 引き上げる時間を測定

開 する。
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・計算式を説明 ・実験データより、モ ・３回繰り返し行い、
し、実験書に記入 ーターⅡの仕事率を導 その平均で計算する。
させる。 き出す。 ・モーターⅡの仕事率

が発電された電気ｴﾈﾙｷﾞ
ｰによるものであること
に気づかせる。

・考察 ・測定結果を踏ま ・測定結果から、設問 ⑧風のエネルギーの利用の ・扇風機によって作り
｢ 発展｣ え、各設問につい について考える。(実 実験から、その特性を考察 出された風のエネルギ4.

て考えさせる。 験１と２での仕事率の するとともに、その利用に ーがどのように移り変
違いについて) ついて科学的、総合的に判 わっていったのかを考

断する。 えさせる。
・風力以外の太陽ｴﾈﾙｷﾞ

・実験１と実験２での ｰや非蓄積ｴﾈﾙｷﾞｰの利用
ｴﾈﾙｷﾞｰの利用効率の比 方法についても同様に
較と電気ｴﾈﾙｷﾞｰに変換 考察させる。
することの利点・難点 ・様々な場合で、ｴﾈﾙｷﾞ
について考える。 ｰを電気ｴﾈﾙｷﾞｰに変換し

て利用していることに
気づかせる。

・実験をまとめ ・結果および考察 ・実験書に記入する。 ・各設問に対して適切に表 ・本時の実験について
ま る。 を記入させる。 現し解答することができ その目的を理解するこ

。と ・後かたづけ ・後かたづけにつ ・協力して後かたづけ る。 とができたか確認する
め いて指示する。 を行う。 ・協力して後かたづけをす ・提出期限、方法等の

ることができる。 連絡を行う。

（ １３．風力の利用 ）①実験書 「 」
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２－３ 理科総合Ｂ 指導と評価の年間計画

目 標 自然の事物・現象に関する観察・実験などを通して、生物とそれを取り巻く環境を中心に、自然の事物
学習指導要領 ・現象について理解させるとともに、人間と自然とのかかわりについて考察させ、自然に対する総合的【 】

な見方や考え方を養う。
目標達成に向け ・どの学習内容においても、身近な自然の事物・現象の中で事例を取り上げ、観察、実験などを通して
ての具体的な取 理解をすすめる。
組 ・観察や実験等をできるだけ多く行い、科学的に調べる能力や態度を育成する。
【評価規準を念 ・人間と地球環境とのかかわりについて探究し、自然に対する総合的な見方や考え方を養う。
頭に置いた指導 ・課題探究（地球環境と人間のかかわり）では、生徒の興味・関心等に応じて、生物とそれを取り巻く
上の留意点】 環境に関する課題を取り上げ、観察、実験、調査など体験的な活動を行い、結果をまとめ発表を行う。

使 用 教 科 書 時 主な指導内容と評価のポイント 評価方法
月 編 章 節 数

第１節 自然の観察 １ ・大地の変動、大気と水の循環、生態系などに関連
第１章 第２節 植物の葉に見られ １ した身近な事物・現象について観察や実験を行うこ
自然の る多様性と共通性 とができる。 行動観察

４ 見方 第３節 岩石に見られる多 １ ・自然界はある規準やある見方に立つと、様々な自
第 様性と共通性 然の事物・現象が相互に関連したり、ある範囲や基 実験レポート
１ 第４節 自然界における変 １ 準では、共通性を共有する多様性をもつことに気付
編 化と平衡 く。
自 第５節 火山活動による地 １ ・自然界には、変化が起こったり、時間とともに平
然 形の変化 衡に達したりする事物現象があることに気付く。
の 第６節 生態系における変 １
探 化と平衡
究 第２章 第１節 タンポポの調査 １ ・身近な事物・現象に対する疑問の中から課題を設
探究の 第２節 断層地形の観察と １ 定し、目的を明らかにした上で、実験計画を立て、 行動観察
仕方 プレートの動き 観察、実験や野外活動を行うことができる。

第３節 土壌微生物の調査 １ ・観察、実験で得られた数値を整理し考察し、グラ 実験レポート
第１編編末問題 フに表すことができる。

５ ・情報の収集・検索、結果の集計・処理などに、適 ワークシート
宜コンピュータや情報通信ネットワーク等の活用が
できる。

第１章 第１節 惑星としての地球 ５ ・地球のスケール、太陽系のスケール、銀河のスケ
地球の ールを実感させる中で、宇宙の中の地球の存在を考 行動観察
移り変 える。
わり ・太陽系の惑星を地球型惑星と木星型惑星とに分類 実験レポート

し、その特徴・違いを調べることにより、太陽系の
中の地球の存在を考える。
・地球誕生から現在の地球の状態に至るまでの変遷

授業評価 について理解を深める 授業評価表記入
第 前期中間考査 １ ・学習状況について自己評価する 自己評価表記入
２ テスト返却 自己評価

６ 編 第２節 地球の変動 ・地球の構造に興味をもち、内部構造の区別を理解
生 第１章章末問題 する。
命 ５ ・プレートの概念を理解し、岩石年代や古地磁気の 行動観察
と 記録からプレートの移動速度を計算する方法を学
地 ぶ。 実験レポート
球 ・大陸移動説の根拠を理解し、大山脈の成因や生物
の 分布との関連を知る。 ワークシート
移 ・地層に関心をもち、地震被害と地質構造との関係
り を理解する。 小テスト①

７ 変 第２章 第１節 生物の変遷 ・化石によって、生物の進化してきた過程が考察で
わ 生物の きることを理解する。
り 移り変 ・光合成生物の活動によって、地球に酸素がもたら 行動観察
わり されたことを理解する。

５ ・植物が放出した酸素によって、好気呼吸が可能に 実験レポート
なったことを理解する。
・生物の陸上進出の背景にあったものを、大気の組
成の変化と関連づけて理解する。
・森林の形成と陸上の脊椎動物の変遷について、地

９ 球環境の変化と関連づけて理解する。
第２節 遺伝の規則性 ５ ・遺伝子の働きにより親の形質が規則性をもって子 行動観察
第２章章末問題 へ伝えられることを理解する。 プリント確認

・遺伝子は染色体に位置することを通して、遺伝の
授業評価 法則性を理解する。 授業評価表記入

前期期末考査 １ ・学習状況について自己評価する。 自己評価表記入
テスト返却 自己評価

第１章 第１節 多様な景観 ５ ・地球上の様々な景観 地形 の特徴に関心をもつ 行動観察（ ） 。
、 。地表の ・様々な景観の成因と 地球の活動との関係を探る

姿と大 ・地形や地質を観察し、その特徴など的確に表現す 実験レポート
気 る。

・様々な景観の特徴とその成因を理解し、知識を身10
につける。 小テスト②

第 第２節 大気と水の循環 ５ ・地球の大気の特徴を様々なデータをもとに理解
３ し、知識を身に付ける。
編 ・地球環境のメカニズムを大気の特徴から考察し、 行動観察
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多 環境問題に興味と関心をもつ。
様 ・大気の大循環の規則性について、地球半球の雲の 実験レポート
な 動画データなどから理解し、知識を身に付ける。
生 ・地球のエネルギー収支・地球の自転と大気の大循 プリント確認
物 環の関連性を考え、エネルギー平衡と大気の大循環
と の関係に興味をもつ。
自 ・海流によるエネルギーの移動、水圏から気圏への11
然 エネルギーの移動を理解し、水圏と気圏の関係に対
の する知識を身につける。
つ 第３節 日本の天気と大気 １ ・日本の気候・天気の動きと大気の大循環との関連
り の循環 性を考察する。
あ ・日本の天気の特徴を、四季の気象変化と関連付け
い て考察する。天気の変化の特徴を調べ、表やグラフ

第１章章末問題 などで表現する。
第２章 第１節 多様な生物 ５ ・身近な生物を取り上げ、様々な環境に適応して生 行動観察
生物と 活していることを説明できる。
環境 ・生物の分類について、植物では、種子をつくるか 実験レポート

どうか、動物では、脊椎のある・なしによって分類
することができる。

後期中間考査 １ ・学習状況について自己評価する 自己評価表記入
テスト返却 自己評価
第２節 生物と環境のかか ５ ・一定地域内の生物とそれを取り巻く環境との密接12

わり な関係を理解する。
第２章章末問題 ・食物連鎖間、また生物と無機的環境間を通して起 行動観察

こる様々な物質の循環のしくみとその重大な役割、
そしてそれらに関わるエネルギーの流れについて理 実験レポート
解する。
・生態系による環境保全と人類による生態系、環境
破壊から地球環境が変化していった流れと今後の人
類が取るべき対策を考え、理解する。

第 序 章 １
４ 地球環

１ 編 境の変
地 化と人 小テスト③
球 間活動 ・身近な観点から地球規模の観点まで、生物とそれ
環 のかか を取り巻く環境と人間の活動との相互のかかわりに 相互評価

、 、 、 、境 わり よって生じる問題を自ら設定し 観察 実験 調査
２ と 第１章 第１節 人間活動による気 ２ 野外観察など体験的な学習に取り組み、結果を報告 課題調査
人 変わる 候変化 書にまとめたり、発表を行う。
間 気候 ・人間と自然との調査を図ることの重要性を認識 研究発表
活 第２章 第１節 人間活動と大気環 ３ し、問題解決能力を身に付ける。
動 地球環 境

３ の 境を考 第２節 人間活動と水循環 ３
か える 第３節 人間活動と生物 ３
か 授業評価 授業評価表記入
わ 後期期末考査
り
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２－４ 単元の指導と評価の計画（大気と水の循環）

単元名 大気と水の循環

学習指導要領の内容 使用教科書の学習内容

（３）多様な生物と自然のつり合い 第３編 多様な生物と自然のつり合い

ア 地表の姿と大気 第１章 地表の姿と大気

（イ）大気と水の循環 第２節 大気と水の循環

第３節 日本の天気と大気の循環

単元の目標■

地球規模の大気と水の循環や運動について理解させ、地球上では熱の移動が行われ、熱的

平衡が保たれていることを認識させる。

【単元の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解観察・実験の技能・表現

大 ・地球規模の大気と水 ・地球規模の大気と水 ・天気図、地球観測衛 ・地球規模の大気と水

気 の循環や運動について の循環や運動によっ 星による雲画像を参考 の循環や運動が生じて

と 興味と関心をもち、意 て、熱平衡が保たれて にしながら、空の観察 いることについて理解

水 欲的にそれらを探究し いることを見いだす。 を行い、天気の変化を し、知識を身に付けて

の ようとする。 ・日本付近の大気の動 把握し、その特徴につ いる。

循 ・地球上では熱の移動 きと気象変化とを関連 いて表やグラフなどを ・地球上では熱の移動

環 が行われ、熱的平衡が づけて考察する。 用いて的確に表現す が行われ、熱的平衡が

保たれていることに探 る。 保たれていることにつ

究しようとする。 ・天気の変化の特徴を いて理解し、知識を身

調べた結果を考察し、 に付けている。

その結果を的確に表現

する。

①大気の鉛直分布に興味 ②大気の鉛直分布の原因 ③対数グラフを描くこと ⑤大気の層の特徴につい

をもち、意欲的に探究し を得られたデータなどを ができる。 て理解し、知識を身に付

ようとする。 もとに、総合的・分析的 【実験レポート】 けている。

【行動観察】 【行動観察】に考察し、科学的に判断 ④鉛直分布の特徴を、作

する。 成したグラフから読み取

【実験レポート】 り説明できる。

【実験レポート】

⑥温室効果のメカニズム ⑦温室効果について科学 ⑧地球の熱エネルギー収

を通して環境問題に興味 的に考察できる。 支と熱エネルギー平衡に

をしめし、探究しようと ついて理解し、知識を身【ワークシート】

する。 に付けている。

【ワークシート】【行動観察】

⑨緯度の違いにより熱の

かたよりがあることを理

解し、知識を身に付けて

いる。

【ワークシート】

⑩エネルギー平衡と大気 ⑫海水温度の変化と気象 ⑬大気の大循環の規則性

の大循環の関係に興味を との関連性を科学的に考 について理解し、知識を

もち、意欲的にそれらを 察する。 身に付けている。
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探究しようとする。 【ワークシート】【ワークシート】

【行動観察】 ⑭季節風のはたらきにつ

⑪異常気象などの大気の いて理解し、知識を身に

現象に興味をもち、探究 付けている。

【ワークシート】しようとする。

【行動観察】

⑮気象衛星からの画像に ⑯目的に適したデータ ⑱高気圧、低気圧、前線

関心をもち、意欲的にそ を、インターネットを用 での大気の動きを理解

れらを探究しようとす いて集めることができ し、知識を身に付けてい

る。 る。 る。

【ワークシート】【行動観察】 【行動観察】

⑰天気図、雲画像を参考

にしながら、大気の観察

を行い、その特徴を的確

に表現することができ

る。

【ワークシート】

⑲日本付近の天気の動き ⑳天気の変化の特徴を調 ○ 日本の四季とそれぞ21

と気象変化とを関連づけ べ、表やグラフなどで表 れに現れる天気の特徴

て考察する。 現する。 と、大気の流れとの関係

【ワークシート】 【行動観察】 を理解し、知識を身に付

けている。

【ワークシート】
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【指導と評価の計画】

時 学習内容 ねらい 単元の評価規準との関連 評価方法等

間

関心・ 思考・ 観察・ 知識・

意欲・ 判断 実験の 理解

態度 技能

１ ○① ○② ◎③ ○⑤ ①行動観察実験 ・大気の鉛直構造について理解

◎④ ②実験レポート大気の鉛直分布 する。

③実験レポート

④実験レポート

⑤行動観察

２ ○⑥ ○⑦ ◎⑧ ⑥行動観察Ａ地球が受け取 ・地球上では熱の移動が行わ

○⑨ ⑦ワークシートる熱と放出する れ、熱平衡が保たれていること

⑧ワークシート熱 を理解する。

⑨ワークシート

３ ・ ○⑩ ○⑫ ◎⑬ ⑩行動観察Ｂ大気や海水の 地球規模の大気、水の循環に

○⑪ ◎⑭ ⑪行動観察循環と高緯度地 ついて理解する。

⑫ワークシート域への熱の輸送

⑬ワークシートＣ水の循環

⑭ワークシート

４ ○⑮ ○⑯ ○⑱ ⑮行動観察実習 気象衛 ・気象衛星の画像から得られる

◎⑰ ⑯行動観察星の画像を用い 情報を分析する。

⑰ワークシートて大気の観察を

⑱ワークシート行う。

５ ◎⑲ ○⑳ ○○ ⑲ワークシート日本の天気と大 ・日本の天気の特徴を理解す 21

⑳行動観察気の循環 る。

○ワークシートＡ変わりやすい 21

春と秋の天気

Ｂ季節風と冬や

夏の天気
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【学習指導案】
教科 理科 科目 理科総合Ｂ 使用教科書 ○○出版 理科総合Ｂ 使用教材 実験書35大気の鉛直分布

指導クラス ○年○組（男○名 女子○名 合計○名） 使用教室 実験室

日 時 平成○○年○○月○○日（○） 第○時限

指 導 単 元 大気と水の循環

単元の目標 地球の気水圏の様々な自然環境について観察、実験などを通して探求し、地球の気水圏の循

環を引き起こす要因、気水圏の循環が自然環境に及ぼす現象について理解させる。

時 間 配 当 １ 地球が受け取る熱と放出する熱・・・・・・・２時間

２ 大気や海水の循環と高緯度地域への熱の輸送

水の循環・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間

３ 日本の天気と大気の循環・・・・・・・・・・１時間

（本時は全５時間のうち１時間目）

本時の主題 地球大気の気温・気圧・化学成分の鉛直構造をグラフ化することで、大気の鉛直構造の特

徴を見つけ、大気構造についての理解を深める。

本時の目標 ・グラフを描く作業を通じて大気の鉛直分布について関心をもち、意欲的に作業に参加し、

科学的に考察する態度を身に付ける。 【関心・意欲・態度】

、 。 【 】・大気の鉛直分布の原因を 作業より得られたグラフなどをもとに考察する 思考・判断

・片対数グラフを描くことができる。表のデータをプロットすることができる。プロットさ

れたデータから、グラフを作ることができる。鉛直分布の特徴を、作成したグラフから読み

取り説明することができる。 【技能・表現】

。 【 】・大気の気温・気圧・組成の鉛直分布の特徴を理解する 知識・理解

本 時 の 展 開

学習項目 学習活動 評価の観点等 指導上の留意点過程 教師の働きかけ

導 ・ 大 気 の 層 の ・大気は鉛直方 ・大気の鉛直構造 ①大気の鉛直分布に興 ・地球の直径と比較

入 鉛 直 構 造 の 概 向に気温勾配に と気温勾配の関係 味をもち、意欲的に探 し、大気のうすさを

略 の 説 明 。 グ よって、4つに分 についての概略を 究しようとする。 強調するとともに、

５ ラ フ の 書 き 方 かれることを説 学習する。 大気の重要さも強調

分 の説明 明する。 する。

・グラフは変化の様

子を見るものである

・データを、グ ・グラフ化する方 こと意識させる。

ラフ化する方法 法と意義を学習す ・片対数グラフのデ

と意義を話す。 る。 ータの取り方を説明

する。

展 方法１ ・机間指導をし ・気温の高度分布 ・数値データよりグラ ・勾配があまり変化

開 気 温 の 鉛 直 分 ながら、グラフ グラフを描く作業 フを作り、グラフから しない高度では 5k m

１ 布と大気の層 の描き方、考え のなかで、データ 大気の層を分離できる ごとに、勾配が変化。

方を個別指導す の変化に着目でき する高度ではできる

10 る。 る科学的視点を学 だけ細かくデータを

分 習する。 プロットするように

・高度と気温勾配 話す。

や関係に関心をも

つ。

・圏界面の高度を

グラフから読み取

る。

展 方法２ ・机間指導をし ・片対数グラフの ③対数グラフを描くこ ・片対数グラフのデ

開 気 圧 の 鉛 直 分 ながら、片対数 描きかたを学ぶ。 とができる。 ータの取り方を説明

２ 布。 グラフの描き方 ・気圧が片対数グ する。、

考え方を個別指 ラフで書くと、ほ

10 導する。 ぼ直線であること ・片対数グラフで傾

分 を見つける。 き一定で変化すると
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いうことは、指数関

・数値計算によっ 数的な変化をしてい

て高所の気圧の薄 ることを話す。

さを実感する。 （数学の進度や生徒

の 理 解 度 を 考 慮 し

て）

展 方法３ ・机間指導をし ・主な成分の大気 ④鉛直分布の特徴を、 ・片軸で、 1目盛り

開 大 気 組 成 の 鉛 ながら、片対数 組成は高度100km以 作成したグラフから読 異なると、値は１桁

３ 直分布 グラフの描き方 下ではあまり変化 み取り説明できる。 違 う こ と を 説 明 す、

考え方を個別指 しないことを見つ る。

15 導する。 ける。

分 ・オゾンの大気存

在比は成層圏で多 ・オゾン層は大気存

くなることに気付 在比の高度分布のピ

く。 ークではなく、分子

数の高度分布のピー

クであることに注意

・水蒸気の大気存 する。

在比は対流圏で多

いことに気付く。

ま ・発展問題 ・対流圏と成層 ・対流圏と成層圏 ②大気の鉛直分布の原 ・温度分布により暖

と 圏の熱源は何か の温度分布を作る 因を得られたデータな かいところに熱源が

め 考えさせる。 原因を考察する。 どをもとに、総合的・ あ る こ と を 示 唆 す

・航空機が成層 ・今回の作業で得 分析的に考察し、科学 る。

10 圏を飛ぶ理由を た知識から、身近 的に判断する。

分 考えさせる。 な例について考察 ⑤大気の層の特徴につ

・ポイントをま する。 いて理解し、知識を身

とめる。 ・本日の内容を確 に付けている。

認する。


